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＜参考＞ 

 

1. 国際勧告等との関係 

本標準は、IETFにおいて制定された RFC6891に準拠している。 

 

2. 上記国際勧告等に対する追加項目等 

2.1. オプション選択項目 

特になし 

 

2.2. ナショナルマター項目 

特になし 

 

2.3. 原標準に対する変更項目 

特になし 

 

3. 改版の履歴 

 

版数 制定日 改版内容 

第 1版 2016年 5月 26日 制定 

 

4. 工業所有権  

TTCの「工業所有権等の実施の権利に係る確認書」の提出状況は、TTCホームページで公開されている。 

 

5. その他 

(1) 参照する主な勧告、標準 

  IETF RFC: RFC1035, RFC2119, RFC2671, RFC3225 

 

(2) 本出版は、具体的な規定内容を含んでいない。規定はすべて準拠元である IETF RFCによっている。 

具体的な規定内容は RFC を参照する必要がある。 

 

6. 標準作成部門 

信号制御専門委員会 
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1. 標準の概要 

ドメイン名システム(DNS)用の伝送プロトコルには固定長フィールドが存在する。これらの固定長フィールドにはす

でに枯渇しているものや枯渇直前のフィールドが多数存在しているため、クライアントの能力をサーバに伝達できな

いものがある。本標準はプロトコルを拡張する後方互換性のある機構について規定する。 

本標準は、複数の実装経験から得られたフィードバックを踏まえ、DNS のための拡張機構を規定した

RFC2671 を更新したものである。また、本標準は RFC2673 を廃止し、DNS の拡張ラベルの使用上の考慮事

項を追加している。 

 

2. 本標準で規定する内容 

本標準で規定する内容は下記の IETF RFCによる。 

IETF RFC6891: 「Extension Mechanisms for DNS (EDNS(0))」 


